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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第17期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第18期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第17期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成20年４月１日
至平成21年３月31日

売上高（千円） 11,009,930 13,671,587 49,010,403

経常利益（千円） 81,629 268,836 1,482,136

四半期（当期）純利益（千円） 47,062 134,944 653,795

純資産額（千円） 8,566,662 9,182,878 9,109,056

総資産額（千円） 20,046,197 24,151,874 23,753,853

１株当たり純資産額（円） 138,457.82 148,417.35 147,224.21

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
760.64 2,181.03 10,566.90

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 42.7 38.0 38.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
627,472 709,454 2,213,259

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△418,656 △748,611 △3,009,111

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△681,253 △392,931 790,823

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
1,988,427 2,063,120 2,495,208

従業員数（人） 1,276 1,611 1,406

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高に消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　　　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 1,611(532)

　（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者は除き、グループ外からの出向者を含むほ

か、常用パートを含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当

第１四半期連結会計期間の期末人員を（　）外数で記載しております。

２．従業員数が前連結会計年度末に比べ205人増加しましたのは、主として保険薬局事業の業容拡大及び薬剤師

６年制移行に対応するための定期採用の増加とＭ＆Ａによる事業譲受けによるものであります。

（2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 1,340(323)

　（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを含

む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第１四半期会計期間

の期末人員を（　）外数で記載しております。

２．従業員数が前事業年度末に比べ163人増加しましたのは、主として保険薬局事業の業容拡大及び薬剤師６年

制移行に対応するための定期採用の増加によるものであります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）調剤

　当第１四半期連結会計期間の処方箋応需実績を地区別に示すと次のとおりであります。

地区別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）　

処方箋応需枚数
（千枚）

構成比（％）
前年同四半期比
（％）

東北 220 15.2 113.6

関東 881 60.9 104.6

東海・甲信越 151 10.5 114.4

関西 172 11.9 286.1

その他 22 1.5 109.3

合計 1,448 100.0 115.9

（２）販売実績

①当第１四半期連結会計期間の店舗数及び保険薬局事業部門売上を地区別に示すと次のとおりであります。

地区別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

期末店舗数 構成比（％）
前年同四半期比
（％）

東北 40 16.8 121.2

関東 139 58.4 106.1

東海・甲信越 23 9.7 109.5

関西 33 13.9 300.0

その他 3 1.2 100.0

合計 238 100.0 119.6

地区別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）　

保険薬局事業部門売上高
（百万円）

構成比（％） 前年同四半期比（％）　

東北 2,407 18.4 118.7

関東 7,537 57.6 114.2

東海・甲信越 1,466 11.2 122.4

関西 1,404 10.7 287.1

その他 273 2.1 120.8

合計 13,089 100.0 124.1

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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②当第１四半期連結会計期間の売上高を事業部門別に示すと次のとおりであります。

事業部門別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）　

金額
（百万円）

構成比（％） 前年同四半期比（％）　

保険薬局事業

薬剤に係る収入 9,806 71.7 125.5

調剤技術に係る収入 3,030 22.2 117.7

一般薬等売上 252 1.8 161.0

小計 13,089 95.7 124.1

その他事業 582 4.3 124.9

合計 13,671 100.0 124.2

（注）１．前連結会計年度末から事業の種類別セグメントを変更したため、当第１四半期連結会計期間分を変更後

の区分に組み替えております。

２．前連結会計年度末から事業の種類別セグメントを変更したため、前第１四半期連結会計期間分と比較す

る前年同期比を変更後の区分に組み替えております。

３．セグメント間取引は相殺消去しております。

４．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

 

２【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　　　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

　　ものであります。

　（１）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日～平成21年６月30日）におけるわが国経済は、世界的な金融不安に

よる内外景気の悪化に下げ止まりの兆しが見えてきたものの、国内企業業績及び雇用・所得環境は依然悪化のまま、

個人消費は伸び悩み、厳しい環境の中で推移しました。

　当社グループの主力である保険薬局業界におきましては、医療費抑制政策推進下における厳しい環境が続くほか、平

成21年６月には一般用医薬品の販売規制を緩和する改正薬事法が施行され、ヘルスケア業界に大きな変化をもたらし

ました。 　

　このような環境のもと、当社グループの売上高は13,671百万円（前年同四半期比124.2％）、営業利益265百万円（前

年同四半期比294.7％）、経常利益268百万円（前年同四半期比329.3％）、当期純利益は134百万円（前年同四半期比

286.7％）となりました。　

事業の種類別セグメントの状況は次のとおりです。

　保険薬局事業におきましては、厳しい環境下におかれながらも「患者さま第一主義」「コンプライアンス遵守」

「地域社会貢献」を念頭に、質の高い医療サービスの提供に注力いたしました。既存店における調剤売上の堅調な推

移に加え、新規出店１店舗、事業譲受けにより８店舗増加、閉店及び譲渡により３店舗減少した結果、売上高は13,089

百万円（前年同四半期比124.1％）となりました。

　その他事業におきましては、主に医薬品治験関連事業では常駐施設における新規案件獲得及び治験支援業務に注力

いたしました。また、医療・医薬情報資材制作関連事業では安定的取引先からの継続受注獲得により、その他事業売上

高は、582百万円（前年同四半期比124.9％）と堅調に推移しました。
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事業区別 　売上高　（百万円）  構成比　（％） 前年同四半期比（％） 

保険薬局事業 13,089　 95.7 124.1 

その他事業       582 4.3 124.9 

合計  13,671 100.0 124.2 

（注）１.セグメント間の取引については相殺消去しております。

２.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　（２）財政状態の分析

（資産）

  当第１四半期の資産合計は24,151百万円となり、前連結会計年度末から398百万円増加しております。

  主な内容としましては、前連結会計年度末に取得及び設立した子会社のたな卸資産の増加の一方、長期借入金の返

済により現金及び預金が減少したことにより、流動資産合計では20百万円減少しております。また、クオールオールイ

ンワンシステムの改良に伴うソフトウエアの増加及びのれんの増加により、固定資産合計では418百万円増加してお

ります。

（負債）

  当第１四半期の負債合計は14,968百万円となり、前連結会計年度末から324百万円増加しております。

  主な内容としましては、当社及び前連結会計年度末に取得及び設立した子会社の買掛金が1,193百万円増加してお

ります。一方で、法人税等の支払により未払法人税が303百万円減少、長期借入金は、返済により247百万円減少してお

ります。

（純資産）

  当第１四半期の純資産合計は9,182百万円となり、前連結会計年度末から73百万円増加しております。

　主な内容としましては、当期純利益の増加によるものであります。

　（３）キャッシュ・フロー

  当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の期末残高は、前第１四半期連結会計期間末に比べ74百万

円増加し2,063百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　仕入債務の増加額1,193百万円及び法人税等の支払額458百万円等により709百万円の収入（前年同四半期は627百万

円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　営業譲受けによる支出448百万円及び有形固定資産の取得による支出177百万円により748百万円の支出（前年同四

半期は418百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　長期借入金の返済による支出304百万円等により392百万円の支出（前年同四半期は681百万円の支出）となりまし

た。

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対応すべき課題について重要な変更はありません。

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000

計 120,000

　（注）平成21年７月30日開催の取締役会決議により、平成21年９月１日付で株式分割にともなう定款の変更が行われ、

　　　　発行可能株式総数は120,000株増加し、240,000株となる予定となっております。 

　　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 62,592 62,592

大阪証券取引所

（ニッポン・ニュー・

マーケット－「ヘラクレ

ス」）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 62,592 62,592 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日　
－ 62,592 － 814,600 － 473,579

　（注）平成21年７月30日開催の取締役会において、株式分割を行うことを下記のとおり決議いたしました。

　　　　１．分割の方法

　　　　　　　平成21年８月31日（月曜日）最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有株式１株につき、２株

　　　　　　の割合をもって分割します。

　　　　２．分割により増加する株式数

　　　　　　　株式分割前の当社発行済株式総数　　　　62,592株

　　　　　　　今回の分割により増加する株式数　　　　62,592株

　　　　　　　株式分割後の当社発行済株式総数　　　 125,184株

　　　　　　　今回の株式分割に際しては、資本金の増加はありません。

　　　　３．分割の日程

　　　　　　　基準日　　　　　　　　　　　　　　平成21年８月31日（月曜日）

　　　　　　　効力発生日　　　　　　　　　　　　平成21年９月１日（火曜日）

　　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    720 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 61,872 61,872同上

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 62,592 － －

総株主の議決権 － 61,872 －

 

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

クオール株式会社
東京都新宿区四谷

一丁目17番
720 － 720 1.15

計 － 720 － 720 1.15

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月

最高（円） 125,000 135,000 136,000

最低（円） 97,000 118,000 122,000

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ビーエー東京監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,250,673 2,676,247

売掛金 7,342,878 7,220,430

商品及び製品 1,701,120 1,391,461

仕掛品 49,330 31,663

貯蔵品 62,185 57,550

繰延税金資産 427,385 427,220

その他 266,284 314,705

貸倒引当金 △22,068 △21,083

流動資産合計 12,077,791 12,098,196

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,992,051

※1
 1,989,972

工具、器具及び備品（純額） ※1, ※2
 522,107

※1
 533,381

土地 587,915 572,915

その他（純額） ※1
 158,330

※1
 56,207

有形固定資産合計 3,260,404 3,152,476

無形固定資産

のれん 5,949,861 5,717,309

ソフトウエア － 648,675

その他 ※2
 732,770 56,151

無形固定資産合計 6,682,632 6,422,136

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,678,259 1,657,301

繰延税金資産 38,542 38,630

その他 416,635 389,405

貸倒引当金 △2,393 △4,293

投資その他の資産合計 2,131,045 2,081,044

固定資産合計 12,074,082 11,655,657

資産合計 24,151,874 23,753,853
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,311,248 8,117,395

1年内返済予定の長期借入金 － 1,095,834

未払法人税等 155,998 459,553

賞与引当金 423,877 702,295

その他 ※3
 2,058,444

※3
 978,715

流動負債合計 11,949,569 11,353,794

固定負債

長期借入金 2,723,677 2,970,893

繰延税金負債 29,991 29,564

退職給付引当金 100,530 105,664

その他 165,227 184,881

固定負債合計 3,019,426 3,291,003

負債合計 14,968,995 14,644,797

純資産の部

株主資本

資本金 814,600 814,600

資本剰余金 6,767,005 6,767,005

利益剰余金 1,618,879 1,545,806

自己株式 △18,360 △18,360

株主資本合計 9,182,124 9,109,051

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 753 4

評価・換算差額等合計 753 4

純資産合計 9,182,878 9,109,056

負債純資産合計 24,151,874 23,753,853
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 11,009,930 13,671,587

売上原価 9,977,643 12,179,175

売上総利益 1,032,286 1,492,412

販売費及び一般管理費 ※
 942,277

※
 1,227,163

営業利益 90,009 265,248

営業外収益

受取利息及び配当金 520 －

受取家賃 1,724 2,487

受取手数料 8,633 8,696

負ののれん償却額 － 5,304

その他 1,960 4,476

営業外収益合計 12,838 20,964

営業外費用

支払利息 12,826 16,536

持分法による投資損失 6,911 －

その他 1,481 840

営業外費用合計 21,219 17,376

経常利益 81,629 268,836

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,338 －

賞与引当金戻入額 － 12,558

国庫補助金 － 2,819

特別利益合計 4,338 15,377

特別損失

固定資産除却損 1,967 1,120

店舗閉鎖損失 3,095 1,322

固定資産圧縮損 － 2,036

その他 － 108

特別損失合計 5,062 4,587

税金等調整前四半期純利益 80,905 279,627

法人税等 33,843 144,682

四半期純利益 47,062 134,944
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 80,905 279,627

減価償却費 117,960 171,719

のれん償却額 85,762 93,200

持分法による投資損益（△は益） 6,911 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,356 △5,133

賞与引当金の増減額（△は減少） △240,731 △278,417

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,677 △915

固定資産除却損 1,967 1,120

固定資産圧縮損 － 2,036

投資有価証券売却損 － 84

受取利息及び受取配当金 △520 △575

支払利息 13,198 16,618

たな卸資産の増減額（△は増加） △268,999 △271,009

売上債権の増減額（△は増加） 666,540 △122,447

仕入債務の増減額（△は減少） 488,412 1,193,853

その他 31,541 103,745

小計 969,914 1,183,506

利息及び配当金の受取額 520 575

利息の支払額 △15,235 △16,273

法人税等の支払額 △327,726 △458,353

営業活動によるキャッシュ・フロー 627,472 709,454

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △78,756 △36,605

定期預金の払戻による収入 66,103 30,091

有形固定資産の取得による支出 △217,654 △177,680

営業譲受による支出 △93,525 △448,000

無形固定資産の取得による支出 △39,866 △55,948

貸付金の回収による収入 563 446

敷金及び保証金の差入による支出 △47,610 △51,149

敷金及び保証金の回収による収入 3,745 24,603

投資有価証券の取得による支出 － △95

投資有価証券の売却による収入 － 539

その他 △11,655 △34,811

投資活動によるキャッシュ・フロー △418,656 △748,611
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 －

長期借入金の返済による支出 △379,381 △304,879

社債の償還による支出 △40,000 △30,000

配当金の支払額 △61,872 △58,052

財務活動によるキャッシュ・フロー △681,253 △392,931

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △472,437 △432,087

現金及び現金同等物の期首残高 2,460,865 2,495,208

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,988,427

※
 2,063,120
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【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第１四半期連結会計期間において、有形固定資産の「車両運搬具及び工具器具備品（純額）」に含めて表示して

おりました「車両運搬具」（当第１四半期連結会計期間末の残高26,845千円）は、重要性が乏しくなったことから、

有形固定資産の「その他（純額）」に含めて掲記いたしております。

　前第１四半期連結会計期間において区分掲記しておりました有形固定資産の「建設仮勘定」（当第１四半期連結会

計期間末の残高113,653千円）は、重要性が乏しくなったことから、有形固定資産の「その他（純額）」に含めて掲記

いたしております。

　前第１四半期連結会計期間において区分掲記しておりました無形固定資産の「ソフトウエア」（当第１四半期連結

会計期間末の残高645,951千円）は、重要性が乏しくなったことから、無形固定資産の「その他」に含めて掲記いたし

ております。

　前第１四半期連結会計期間において区分掲記しておりました投資その他の資産の「投資有価証券」（当第１四半期

連結会計期間末の残高125,753千円）は、重要性が乏しくなったことから、投資その他の資産の「その他」に含めて掲

記いたしております。

　前第１四半期連結会計期間において区分掲記しておりました投資その他の資産の「長期貸付金」（当第１四半期連

結会計期間末の残高18,671千円）は、重要性が乏しくなったことから、投資その他の資産の「その他」に含めて掲記

いたしております。

　前第１四半期連結会計期間において区分掲記しておりました流動負債の「１年内返済予定の長期借入金」（当第１

四半期連結会計期間末の残高1,038,171千円）は、重要性が乏しくなったことから、流動負債の「その他」に含めて掲

記いたしております。　

　前第１四半期連結会計期間において区分掲記しておりました流動負債の「１年内返済予定の社債」（当第１四半期

連結会計期間末の残高65,000千円）は、重要性が乏しくなったことから、流動負債の「その他」に含めて掲記いたし

ております。

　前第１四半期連結会計期間において区分掲記しておりました固定負債の「社債」（当第１四半期連結会計期間末の

残高40,000千円）は、重要性が乏しくなったことから、固定負債の「その他」に含めて掲記いたしております。　

　

（四半期連結損益計算書関係）

　前第１四半期連結累計期間において区分掲記しておりました営業外収益の「受取利息及び配当金」（当第１四半期

連結累計期間の残高575千円）は、重要性が乏しくなったことから、営業外収益の「その他」に含めて掲記いたしてお

ります。
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実施棚卸を省略

し、前連結会計年度の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。　

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法　　

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化が無いと認められるので、

前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法によっております。　　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．税金費用の計算　　 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示し

ております。　　　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産減価償却累計額 2,526,092千円 ※１．有形固定資産減価償却累計額 2,437,861千円

※２．固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額

工具、器具及び備品 969千円

ソフトウエア 1,067千円

固定資産圧縮損 2,036千円

　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　

　　　　　　

※３. 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うた

め取引銀行７行と当座貸越契約を締結しておりま

す。これら契約に基づく当第１四半期連結会計期間

末の借入未実行残高は次のとおりであります。

※３. 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うた

め取引銀行７行と当座貸越契約を締結しておりま

す。これら契約に基づく当連結会計年度末の借入実

行残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 1,790,000千円

借入実行残高 130,000千円

差引額 1,660,000千円

当座貸越極度額の総額 1,790,000千円

借入実行残高 130,000千円

差引額 1,660,000千円

 ４. 　当社は、当社及び当社グループの運転資金の安定かつ

効率的な調達を行うため、金融機関７行と、期間１年

間の短期のコミットメントライン契約を締結してお

ります。

当第１四半期連結会計期間末におけるコミットメン

トライン契約にかかる借入未実行残高等は次のとお

りであります。

　４. 当社は、当社及び当社グループの運転資金の安定かつ

効率的な調達を行うため、金融機関７行と、期間１年

間の短期のコミットメントライン契約を締結してお

ります。

当連結会計年度末におけるコミットメントライン契

約にかかる借入未実行残高等は次のとおりでありま

す。

コミットメントライン 2,000,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 2,000,000千円

　５. のれん及び負ののれんは相殺して、固定資産に「のれ

ん」として計上しております。なお、相殺前ののれん

及び負ののれんの金額は次のとおりであります。

のれん 6,008,214千円

負ののれん 58,352千円

　

コミットメントライン 2,000,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 2,000,000千円

　５. のれん及び負ののれんは相殺して、固定資産に「のれ

ん」として計上しております。なお、相殺前ののれん

及び負ののれんの金額は次のとおりであります。

のれん 5,780,966千円

負ののれん 63,657千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 250,758千円

役員報酬 75,633千円

地代家賃 53,830千円

退職給付費用 8,458千円

賞与引当金繰入額 58,827千円

減価償却費 42,464千円

のれん償却額 85,762千円

給与手当 308,217千円

役員報酬 87,920千円

地代家賃 61,794千円

退職給付費用 8,741千円

賞与引当金繰入額 86,257千円

減価償却費　 53,789千円

のれん償却額 98,504千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成20年６月30日現在）　　

　（千円）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成21年６月30日現在）　　

　（千円）

現金及び預金勘定 2,480,790

預金期間が３ヶ月を超える定期預金 △492,362

現金及び現金同等物 1,988,427

 

現金及び預金勘定 2,250,673

預金期間が３ヶ月を超える定期預金 △187,553

現金及び現金同等物 2,063,120
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 当第１四半期連結会計年度末株式数（株）

発行済株式  

普通株式 62,592

合計 62,592

自己株式  

普通株式 720

合計 720

 

２．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資 
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成21年５月14日

取締役会
普通株式    61,872利益剰余金 1,000平成21年３月31日平成21年６月29日
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　　前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年６月30日）

 
 

保険薬局事業
（千円）

医療・医薬
情報資材制
作関連事業
（千円）

医薬品治験関
連事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する

売上高
10,543,768362,374103,78711,009,930 － 11,009,930

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ 11,530 － 11,530△11,530 －

計 10,543,768373,905103,78711,021,461△11,53011,009,930

営業利益又は営業

損失（△）
190,249△2,193 30,920 218,976△128,966 90,009

　　　　　（注）１.事業区分の方法

　　　　　　 　　  市場及び販売方法等の類似性に基づいて、３つのセグメントに区分しております。

                ２.各事業区分の主要な内容

　　　　 ①保険薬局事業：健康保険法に基づく療養の給付の一環として、保険調剤業務を取り扱う薬局を経営す

る事業であります。

　　　　 ②医療・医薬情報資材制作関連事業：製薬会社が医療機関や薬局・薬店あるいは医薬品卸会社等に医薬

品の販売促進や適正使用普及を展開するために活用する各種媒体を用いた医薬情報資材制作の企

画・編集・制作の受託業務の事業であります。

　　　　 ③医薬品治験関連事業：新薬の開発過程において有効性・安全性等を適切に見極めるための臨床試験を

実施する医療機関を支援する事業であります。

                ３.営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた 配賦不能営業費用（128,966千円）の主なものは、

                   当社の総務・経理部門等管理部門に係る費用であります。

                ４.上記の金額には消費税等を含めておりません。

　

　　当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年６月30日）

  前連結会計年度においては保険薬局事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業

利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情

報の記載を省略しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間については「医療・医薬情報資材制作関連事業」の営業損益の絶対値は営業損益

基準の10％を超えておりますが、一時的であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成21

　　年４月１日　至平成21年６月30日）　

　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成21

　　年４月１日　至平成21年６月30日）

　　　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

著しい変動がないため記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 　　　 該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（パーチェス法適用）

  有限会社若葉調剤薬局における事業譲受

１．企業結合の概要

（1）相手企業の名称 ：有限会社若葉調剤薬局

（2）事業の内容 ：保険薬局事業

（3）企業結合の法的形式 ：事業譲受

（4）企業結合を行った主な理由 ：今般、取得する店舗は、千葉県に６店舗、茨城県に１店舗あり、地域

ドミナント形成が図れることから、事業譲受に係る基本合意書を

締結いたしました。

（5）企業結合日 ：平成21年４月１日

（6）事業取得企業の名称 ：クオール関東株式会社　

２．四半期連結財務諸表に含まれている取得した事

業の業績の期間

：自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日　

３．取得した事業の取得原価及びその内訳

　　取得した事業の取得原価

　　取得原価の内訳：

　　  事業譲受の対価

　

：407,000千円

　

：407,000千円　　　

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び

償却期間

（1）発生したのれんの金額

（2）発生原因

（3）償却方法及び償却期間

　

　

：305,954千円

：今後の事業貢献により期待される超過収益力であります。

：20年間の定額法により償却しております。　

５. 企業結合が当連結会計年度開始の日に完了したと仮定した場合における当第１四半期連結累計期間に係る

　四半期連結損益計算書に及ぼす影響の概算額

　　企業結合が当連結年度の開始の日に完了しているため、記載をしておりません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 148,417.35円 １株当たり純資産額 147,224.21円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 760.64円 １株当たり四半期純利益金額 2,181.03円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益（千円） 47,062 134,944

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 47,062 134,944

期中平均株式数（株） 61,872 61,872
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（重要な後発事象）
　

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　当社は、平成21年７月30日開催の取締役会において、株式分割を行うことを下記のとおり決議いたしました。

　１．株式分割の目的

　　　株式の流動性を高めるとともに、投資家の皆様により投資しやすい環境を整え、投資家層の拡大を図ることを目的と

するものです。

　２．株式分割の概要

　（1）分割の方法

　　　　平成21年８月31日（月曜日）最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有株式１株につき、２株の割合を

もって分割します。

　（2）分割により増加する株式数

　　　株式分割前の当社発行済株式総数　　　　62,592株

　　　今回の分割により増加する株式数　　　　62,592株

　　　株式分割後の当社発行済株式総数　　　 125,184株

　　　株式分割後の発行可能株式総数　　　　 240,000株

　　　今回の株式分割に際しては、資本金の増加はありません。

　　　平成21年７月30日現在の資本金　　　 814,600千円

　３．日程

　　・基準日　　　　　　　　　　　　　　平成21年８月31日（月曜日）

　　・効力発生日　　　　　　　　　　　　平成21年９月１日（火曜日）

　４. 当該株式分割が前連結会計年度の開始の日に行われたと仮定した場合の１株当たり情報及び当連結会計年度の

　　開始の日に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとおりとなります。

 １株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末　
(平成21年６月30日）　

前連結会計年度末
　（平成21年３月31日）　

74,208.68円 73,612.11円

 １株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日　
　　至　平成20年６月30日）　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日　
　　至　平成21年６月30日）　

１株当たり四半期純利益金額 380.32円
潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

 －円

１株当たり四半期純利益金額 1,090.52円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

－円

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【その他】

　　　平成21年５月14日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

　　　（１）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　61,872千円

　　　（２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　1,000円00銭

　　　（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成21年６月29日

　　（注）平成21年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月11日

クオール株式会社

取締役会　御中

ビーエー東京監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 原　伸之　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　三知明　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクオール株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クオール株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

 追記情報

１．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成20年６月30日開催の取締役会において、株式会社イムノファー

マシー大阪の買収が決議され、平成20年７月31日に全株式を取得している。

２．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社はたな卸資産のうち商品の評

価方法について、従来、先入先出法を採用していたが、当第１四半期連結会計期間より総平均法に変更している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月13日

クオール株式会社

取締役会　御中

ビーエー東京監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 原　伸之　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 谷田　修一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクオール株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クオール株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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